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室
町
時
代
、

応
仁
の
大
乱
に
象
徴
さ
れ
る
戦
乱
に
よ
っ
て
、

京
に
あ

っ
た
多
く
の

文
化
遺
産
が
失
わ
れ
た
。

古
き
よ
き
時
代
で
あ

っ
た
上
代

へ
の
哀
情
の
情
と
、

書
は

人
な
り
の
近
親
感
か
ら
、

筆
跡
の

一
行
分
と
い
え
ど
も
、

こ
れ
ら
を
求
め
、

手
許
に

保
在
し
た
い
と
い
う
願
望
が
公
家
衆
　
戦
国
大
名
や
上
層
町
衆
に
代
表
さ
れ
る
新
果

層
に
広
が
り
、

古
筆
の
巻
物
や
帖
冊
子
か
ら

一
部
を
切
取
り
、

保
存
し
よ
う
と
し
た

の
が

「古
筆
切
」
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

公
家
や
大
名
た
ち
の
手
許
に
も
相
当
量
、

蒐
集
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
れ
ら
は

「手
鑑
」
に
姑
込
ま
れ
、

切
手
帖
の
よ
う

に
巷
間
で
も
数
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

か
り
に
同
じ
古
写
本
の

一
巻
か
ら
分
割
さ
れ
、

数
多
の
古
筆
切
に
な
っ
て
別
々
の

所
蔵
者
の
手
許
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

こ
の

一
連
の
古
筆
切
に
は
何
ら
か

の
共
通
し
た
名
称
を
附
し
て
お
か
な
い
と
、

分
類
に
不
都
合
を
来
た
す
。

そ
こ
で
、

も
と
の
所
蔵
者
の
名
や
書
体
、

書
風
、
さ
ら
に
は
料
紙
装
飾
の
特
徴
、

切
割
さ
れ
る

に
至

っ
た
時
の
特
徴
を
名
称
と
し
、

「本
阿
弥
切
」
「高
野
切
」
「紙
撚
切
」
「大
色
紙
」

な
ど
の
別
称
が
附
さ
れ
た
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、

蒐
集
し
た

「古
筆
切
」
が
誰
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
か
極
め
た
く
な
る

の
は
自
然
な
成
行
だ
が
、

和
歌
本
な
ど
そ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
が
自
ら
創
作
し
た
も

の
で
な
い
か
ぎ
り
、

通
例
と
し
て
は
筆
者
が
署
名
す
る
習
慣
は
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

蒐
集
し
た
古
筆
切
を
室
町
時
代
末
期
、

手
鑑
な
ど
に
編
集
、

保
存
す
る
に
当

っ
て
筆
者
鑑
定
を
求
め
ら
れ
た
時
、

鑑
定
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
は
ど
の
よ
う
に
す
べ

き
か
、

大
層
苦
慮
し
た
に
違
い
な
い
。

当
時
流
行
し
て
い
た
唐
物
鑑
賞
に
お
け
る
画

品
や
書
品
の
鑑
定
法
に
た
よ
り
な
が
ら
、

そ
の
書
格
に
日
本
の
能
書
を
比
定
す
る
と

い
う
方
法
を
考
え
つ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、

江
戸
時
代
に
刊
行

さ
れ
た
古
筆
鑑
定
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
も
い
う
べ
き

『古
筆
名
葉
集
』
、

『古
筆
切
日

安
』
と
い
っ
た
書
か
ら
も
窮
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
ま
ず
時
代
、

紙
な
ど
か
ら
大
ま
か
に
、

上
代
を
前
、

中
、

後
期
に
わ
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
書
の
格
か
ら
上
、

中
、

下
に
分
け
る
と

い
っ
た
方
法
で
、

各
時
代
の
有
名
人
、

能
書
の
人
物
名
を
書
格
と
し
て
初
め
に
序
列

し
て
お
い
て
、

そ
れ
に
上
位
か
ら
比
定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
に

室
町
時
代
よ
り
は
る
か
に
遡
る
平
安
時
代
以
前
の
古
筆
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
典
籍

類
に
筆
者
名
の
明
ら
か
な
も
の
は
少
な
く
、

こ
う
す
る
以
外
に
人
物
名
を
比
定
す
る

方
法
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

今
日
、

伝
某
筆
と
い
え
ば
英
語
に
お
け
る

「常
腎
事
景
こ

と
同
義
に
解
さ
れ
、

様

式
的
に
そ
の
真
筆
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

前
述
の
古
筆
の
比
定

方
法
は
こ
れ
と
全
く
異
り
、

中
国
に
お
け
る
書
品
論
に
近
い
書
格
に
基
い
た
極
め
方

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、

世
間

一
般
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

伝
某
筆
の
表
示

の
み
で
は
古
筆
鑑
定
に
当

っ
て
世
に
誤
解
を
与
え
て
い
る
面
が
少
く
な
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、

今

一
度
、

こ
の
問
題
を
取
上
げ
、

古
筆
研
究
に
お
け
る
名
称
決
定
法
と

筆
者
伝
称
の
表
示
法
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
る
端
緒
と
し
た
い
。
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は
と
宇

筆
写
体
と
活
字
体

石
田
　
肇

こ
の
数
年
、

私
は
学
生
に
レ
ポ
ー
ト
や
卒
議
は
全
て
手
書
き
で
あ
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

学
生
に
は
か
な
り
不
評
で
は
あ
る
が
、

パ
ソ
コ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
う
の
が
当
た
り
前
に
な

っ
た
現
在
、

彼
等
に
手
書
き
を
求
め
る
方
が
教
育
的
に
も

意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ワ
ー
プ
ロ
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
漢
字
の

使
用
頻
度
が
増
え
た
と
い
わ
れ
る
。

変
換
す
れ
ば
様
々
な
漢
字
が
出
て
く
る
の
だ
か

ら
、

漢
字
が
増
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

文
章
も
長
く
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

パ
ソ

コ
ン
の
画
面
で
文
章
を
推
敲
す
る
う
ち
に
自
然
に
長
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

漢
字
の

使
用
頻
度
が
増
え
る
こ
と
は
漢
字
へ
の
関
心
を
も
た
ら
す
の
だ
か
ら
結
構
な
こ
と
で
、

漢
字
検
定
の
受
験
者
が
増
え
た

一
因
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

活
字
体
と
筆
写
体
の
区
別
の
つ
か
な
い
人
が
以
前
に
も
ま
し
て
増
え

た
よ
う
で
あ
る
。

両
者
に
区
別
が
あ
る
こ
と
を
全
く
知
ら
ず
、

難
し
い
字
に
な
る
と

活
字
体
で
書
い
て
し
ま
う
よ
う
だ
。
こ
れ
は
困
っ
た
現
象
で
あ
る
。　

一
例
を
あ
げ
る

と
、

尊
敬
の
尊
字
は
子
供
の
時
に
習
う
字
で
あ
る
か
ら
、

筆
写
体
で
誰
も
が
書
い
て

お
り
問
題
は
な
い
。

小
学
校
の
教
科
書
は
教
科
書
体
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は

筆
写
体
に
近
い
か
ら
尊
字
は

「革
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
昨
日
読
ん
だ
学
生
の
レ
ポ

ー
ト
に
は
路
な
ど
と
い
う
普
段
つ
か
わ
な
い
字
が
あ
り
、

学
生
は
活
字
通
り
に
書
い

た
ら
し
く
、

芳
を
活
字
体
で
書
い
て
い
た
。

筆
写
体
で
書
く
な
ら
身
は
尊
で
よ
い
は

ず
で
あ
る
。

私
が
使
用
し
て
い
る
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
ワ
ー
ド
、

正
確
に
言
う
な
ら

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
で
は
当
然
の
こ
と
際
と
活
字
体
で
あ
る
。

業
大
学
の
書
写
の
授
業
で
は
活
字
体
と
筆
写
体
の
違
い
を
細
か
く
い
う
の
だ
が
、

な
か
な
か
周
知
し
な
い
。

会
津
人

一
を
正
字
の
活
字
体
と
筆
写
体
で
書
け
と
い
う
と

困

っ
た
結
果
が
出
て
し
ま
う
。

含
津
人

一
の
官
は
活
字
体
で
あ
り
、

筆
写
体
で
は
含

だ
か
ら
で
あ
る
。

初
心
者
の
稽
書
作
品
に
活
字
体
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

お

師
匠
さ
ん
も
よ
く
は
見
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。

中
国
古
典
学
で
高
名
な
あ
る
方
は
ご
高
齢
で
は
あ
る
が
、
レ
ジ
ュ
メ
に
し
て
も
板

書
に
し
て
も
徹
底
し
て
正
字
の
活
字
体
で
九
帳
面
に
書
か
れ
る
。

活
字
体
と
筆
写
体

の
区
別
は
当
然
わ
き
ま
え
て
お
ら
れ
る
が
、

お
そ
ら
く
は
文
章
を
活
字
に
す
る
と
き
、

氏
の
場
合
、

普
通
は
使
わ
な
い
正
字
が
多
い
の
で
、

植
字
工

（今
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）

に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
活
字
体
で
書
く
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
氏
の
姿
勢
は

一
理
あ

る
こ
と
で
、

私
も
正
字
が
ワ
ー
プ
ロ
第
二
水
準
に
な
い
場
合
は
Ｈ
に
し
て
朱
色
で
活

字
体
を
示
し
、

か
つ

『大
漢
和
辞
典
』
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、

氏
の
若
い
弟
子
連
中
に
な
る
と
、

氏
の
や
り
方
を
真
似
て
レ
ジ
ュ
メ
や
板

書
を
す
る
の
だ
が
、

正
字
と
新
字
体
、

活
字
体
と
筆
写
体
が
入
り
乱
れ
て
統

一
が
な

く
、

彼
等
は
活
字
体
と
筆
写
体
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
の
区
別
を
学
校
教
育
の
場
で
教
え
る
こ
と
が

一

番
大
事
で
は
あ
る
が
、

ひ
と
つ
は
漢
和
辞
典
に
字
典
の
機
能
を
加
え
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

伏
見
沖
破

『角
川
書
道
字
典
』
な
ど
を
見
る
よ
う
に
学
生
に
は
い
う
の
だ
が
、

値
段
が
高
い
の
で
書
道
専
攻
の
学
生
は
別
と
し
て
、　

一
般
の
学
生
や
教
員
が
買
う
こ

と
は
期
待
で
き
ま
い
。

昨
年
、

復
刊
さ
れ
た
伏
見

『常
用
書
体
字
典
」
（字
典
合
）
は

値
段
も
安
い
の
で
学
生
に
は
お
勧
め
で
あ
る
が
、

常
用
と
あ
る
よ
う
に
親
字
数
が
少

な
く
、

難
し
い
字
に
は
対
応
で
き
な
い
。

そ
こ
で
漢
和
辞
典
に
は
必
ず
親
字
の
下
に

筆
写
体
の
例
を
示
す
こ
と
に
す
る
と
よ
い
と
思
う
次
第
だ
。
こ
の
よ
う
な
漢
和
辞
典

は
既
に
あ
る
が
、
ど
の
漢
和
辞
典
に
も
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
筆
写

体
の
ワ
ー
プ
ロ
漢
字
ソ
フ
ト
の
開
発
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
第
二
水
準
ま
で
の
漢
字

が
筆
写
体
で
あ
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
で
は
常
に
筆
写
体
を
見
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
れ
は
ひ
と
つ
の
進
歩
だ
と
思
う
が
、

さ
て
売
れ
る
だ
ろ
う
か
。
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古
筆
復
元
、

原
本
再
構
築
の
試
み森

岡
　
隆

明
治
四
四
年
創
刊
の

『書
充
』
あ
た
り
に
始
ま
る
科
学
的
な
考
究
を
受
け
、

「古
筆

学
」
を
提
唱
し
た
の
は
飯
島
奉
敬

（
一
九
〇
六
～
九
六
）
で
、

昭
和

一
四
年
の
著

『古
筆
名
業
集
』
別
冊
解
説
の
序
文
で
そ
の
必
要
を
説
き
、

本
論
で
そ
の
方
法
論
を
実

践
し
た
の
で
あ
っ
た
。

藤
原
伊
房
　
定
実
父
子
の
書
の
確
定
　
推
定
や
、

高
野
切
第

一
種
の
藤
尿
行
経
筆
者
説
な
ど
も
、
こ
の
著
に
始
ま

っ
た
も
の
。

現
今
で
は
小
松
茂

美
先
生
の

『古
筆
学
大
成
』
な
ど
、

古
筆
の
網
羅
把
握
　
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、

そ
れ
ら
の
大
半
は
長
い
伝
来
の
述
次
、

零
本
や
断
簡
と
な

っ
て
し
ま
っ

た
も
の
。

そ
こ
で
私
の
教
室
で
は
、

使
用
仮
名
と
そ
の
頻
度
、

運
綿
や
散
ら
し
書
き
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氏

な
ク々
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
征
中

の
特
徴
、

料
紙
や
装
丁
な
ど
を
踏
ま
え
、

臨
書
で
培

っ
た
技
法
を
駆
使
し
つ
つ
、

欠

失
部
分
を
倣
書
で
補
う

「復
元
」
を
奨
励
し
て
い
る
。

伝
本
系
統
の
理
解
も
必
要
で

は
あ
る
が
、

写
本
ご
と
に
歌
序
や
話
句
の
果
同
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

流
布
本
の
刊
本
を
底
本
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
、

主
要
古
筆
で
の
表
記
が
注
記

さ
れ
た
も
の
や
、

古
筆
研
究
者
校
訂
の
も
の
を
採
用
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、

本
阿
弥
切
巻
十

一　

十
二
　
十
六
、

関
戸
本
市
今
集
巻
四
　
二
十
、

法
輪
寺
切
巻
下
、

針
切
重
之
の
子
の
憎
の
集
、

伝
西
行
筆
小
色
紙
、

名
家
家
集
切
本

堤
中
納
言
集
、

寸
松
庵
色
紙
の
兄
開
き
復
元
、

な
ど
の
復
元
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

高
野
切
で
も
巻

一
　

二
　
九
　
十
八
　
十
九
に
加
え
、

伝
存
皆
無
の
巻
十
　
十
四
の

彼
元
も
完
成
し
、

売
本
の
巻
五
　
人
　
二
十
と
合
わ
せ
て
十
巻
揃

っ
た
こ
と
に
な
る
。

が
、

こ
う
し
た
復
元
後
に
原
本
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、

中
谷
正

氏
が
平
成

一
一
年
春
、

高
野
切
巻
二
の
後
元
巻
を
修
了
制
作
と
し
て
提
出
し
た
直
後

の
一
三
年
秋
、

そ
の
巻
末
断
筒
が
出
現
。

第
二
種
で
は
巻
二
　
五
　
人
の
巻
末
歌
が

い
ず
れ
も
三
行
で
、

巻
工
も
そ
の
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
推
知
し
つ
つ
、

五
三
〇
セ

ン
チ
の
長
巻
の
第

一
〇
紙
が
数
セ
ン
チ
足
り
ず
、

や
む
な
く
二
行
に
ま
と
め
た
の
だ

が
、

条
の
定
、

新
山
断
簡
は
三
行
。
ま
た
、

原
本
に
は
詞
書
の

「は
る
の
」
が
な
く
、

歌
の
初
旬
も

「け
ふ
と
の
み
」
と
い
う
果
同
。
と
は
い
え
、

右
記

「は
る
の
」
を
除

く
調
書
と
歌
、

計
四
九
字
中
二
六
字
が
原
本
と
同
字
。

つ
ま
り
四
分
の
三
が
原
本
ど

お
り
な
の
で
あ
る
。

第
二
種
の
字
母
数
が
少
な
い
と
は
い
え
、

こ
れ
は
非
常
な
高
率
。

と
い
う
の
は
、

第
二
種
筆
者
の
源
兼
行
白
身
、
う

っ
か
り

一
巻
巾
に
同

一
歌
を
二

度
き
い
た
と
こ
ろ
が
二
箇
所
あ
り
、

そ
の
二
組
と
も
用
語
　
用
字
な
ど
、

完
全
に
は

一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
巻
五

十
二
七
〇
と
二
九
人
。

れ
戸
時
代
前
半

に
巻
五
の
第
四
紙
と
第
人
　
九
紙
に
ま
た
が
る
両
紙
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
重
複
歌
が
、

各
々
手
鑑

「世
々
の
友
」
と

「亀
戦
」
に
押
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

こ
れ
に
つ
い
て

は
橋
本
貴
朗
君
が
検
証
し
て
く
れ
、

札
帆
大
会
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

原
色
図
版
な
き
時
代
、

田
中
親
美

（
一
人
七
五
十

一
九
七
五
）
複
製
の
恩
恵
を
蒙

っ
た
よ
う
に
、

古
筆
の
復
元
が
原
本
再
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
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●
第
１４
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会

（札
幌
）
日
程

本年度の第14回書学書道史学会大会についてお知 らせ します。大会は、10月10日l●lか

ら12日側 までの 3日 間にわたり、札幌市北区の藤女子大学 北 16条キャンパスほかで行

います。省ってご参加下さい。 日程並びに発表者は以下の通 りです。本号12ページの

「連絡事項Jも ご覧の上、参加の申し込み等は、本号 と合わせて配布の 「申込ハガキJ

で、 9月末日までにお願いします。

【10月10日(翁】
16:00～

【10月11日EL】
9:00～

9:30～ 10: 10

10:30～ 12:30

10:30～ 12:30

く日 程〉

第33回定例理事会 (於第 1ワ シントンホテル/111011-251‐3211)

(於藤女子大学 北 16条校舎)

受付

平成15年度総会

く第 1会場/研 究発表〉

①趙 麗 蛾 「敦糧博物館蔵漢代暦譜の研究J
②松永恵子 「『飛白書』における思想的背景」
③紅林幸子 「書体の変遷Ⅱ―無 元 」
く第2会場/研 究発表〉

④橋本貴朗 「『高野切古今和歌集』巻第五の2葉の断筒について」
⑤石井 健 「『三莫斎嘱書録』から見た日高秩父の書家活動J
⑥吉野大一 「『風信帖』成立年の考察」
昼食休憩 (13打5-13:30記 念撮影)
く第1会場/研 究発表〉

②大迫正一 「郎石如の案書に関する考察J

①束 囲 恵 「初見再書に関する一考察―真偽の検討のために」
く第2会場/研 究発表〉

①森岡 隆 「寸松庵色紙の伝存点数および改貧の一端J
⑩鈴木晴彦 「『観鵞百諄』考」
(第1会場/研 究発表〉

①鶴田一雄 「奏大事記研究―新出上の筒憤を中心にしてJ
②横田恭三 「統一奏における簡臆文字の実相―湖南 龍 山里耶出上の

木憶を中心として」
(第2会場/研 究発表〉

①名児耶明 「『二十巻本歌合』から伝西行筆の筆跡一群について」
①杉浦妙子 「『流派』の発生と 『道』の概念についての一考察」
(第1会場/特 別議演〉

田中 有 「大庭脩先生の研究業績についてJ(仮題)
閉会の辞
閉会

懇親会 (於サッポロビール図予定)

(於北海道大学文学部)
〈札幌大会記念見学行事〉

展示O 大 庭脩氏回顧 「木簡学と江戸法帖研究のハザマでJ(仮称)
展示② 藤枝晃氏回顧 「敦僅学の系譜」(仮称)

(特別講師 :石塚晴通教授/特 別講師:大庭博子氏〉

12,30～ 13t30

13: 30-14 :50

13:30～ 14:50

151 10～ 16:30

15i 10-16:30

16 : 40-17 :20

17:20

17:30

18:30～

【10月12日(日)】
10'00～ 12130
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《研究発表レジュメ①》

敦
連
博
物
館
威
漢
代
暦
譜
の
研
究

越
　
麗
蛾

今
、

敦
燈
博
物
館
に
漢
代
の

一
つ
暦
譜
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
暦
譜
は

１
９
９
０
年
に
敦
塩
北
西
の
漢
代
姥
魅
追
跡
清
水
溝

（琉
勒
河
）
か
ら
出
上
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
暦
譜
は
現
存
二
十
七
枚
で
、　

一
日
、

二
日
、

三
日
、

十

一
日
分
が
脱
筒
し
て
い
る
。

今
ま
で
出
土
し
た
暦
譜
中
で
は
も

っ
と
も
完
整
的

な
太
初
昏
譜
と
言
う
。

暦
譜
は
各
筒
ご
と
に
上
端
に
日
期
が
あ
り
、

右
端
か
ら

左
端
に
向
か
っ
て

一
日

一
簡
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
期
の
下
に
横
書
十
三
段

で
毎
日
の
干
支
が
記
さ
れ
る
。

記
録
簡
に
よ
り
、

こ
の
年
正
月
の
四
日
が
癸
卯
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
算
す
る

と
亡
失
し
て
い
る

一
日
の
朔
日
は
庚
子
と
な

っ
て
、

二
日
が
辛
丑
、

三
日
が
壬

寅
と
な
る
。
ま
た
縦
に
十
二
月
が
あ
る
こ
と
よ
り
こ
の
年
は
間
月
の
あ
る
年
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
峰
魅
遺
址
か
ら
紀
年
簡

「
元
風
四
年
七
月
発
未
朔
乙

未
延
年
一年
」
出
上
し
て
お
り
、

こ
の
暦
譜
は
漢
の
昭
市
前
後
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
断
で
き
、

陳
垣
氏

『
一
一十
史
朔
回
表
』
に
当
て
は
め
る
と
前
漢
地
節
元

年
…
公
元
前
田
年
が
該
当
す
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
発
見
さ
れ
た
最
も
早
い
も
の

で
あ
る
と
言
う
。

筒
の
子
支
の
し
た
に
季
節
の
用
語
が
い
く

つ
か
書
か
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も

多
い
の
は

「建
」
字
で
あ
る
。

「建
」
は

「十
二
直
」
の
始
ま
り
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

立
奉
、

立
夏
、

立
秋
、

秋
分
、

立
冬
、

冬
至
の
六
節
気
が
見
え
る
。
よ

っ
て
、

春
分
、

夏
至
な
ど
も
脱
簡
し
た
筒
に
か
か
れ
計
人
節
気
が
存
在
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
伏
は
夏
至
後
の
第
二
庚
の
日
を
初
代
。

第
四
庚
を
中
伏
、

立
秋
後
の
最
初
の
庚
を
後
伏
と
言
う
が
そ
の
記
述
も
残
る
。

秦
漢
時
代
の
時
制
に
つ
い
て
は
、

現
在
、

十
二
時
制
説
、

十
八
時
制
説
、

十

六
時
制
説
な
ど
が
存
在
し
て
、

こ
の
簡
で
は
十
二
時
側
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。

人
月
寅
平
明
時
、

九
月
卯
日
出
時
、

十
月
辰
食
時
、

十

一
月
己
隅
中
、

十
二

月
午
日
中
、

二
月
申
鋪
時
、

三
月
酉
日
入
時
、

四
月
成
黄
昏
な
ど
時
刻
の
記
述

が
あ
る
か
？
正
月
末
日
吹
、

五
月
亥
人
定
、

六
月
子
夜
半
、

七
月
丑
窮
鳴
な
ど

の
四
つ
の
時
刻
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

降
魅
地
に
こ
の
暦
譜
が
あ
り
書
か
れ
た

の
は
い
っ
た
い
な
ん
の
た
め
な
の
か
？
論
説
し
た
い
。

《研究発表レジュメ②》

「
飛

白

書

」

に

お

け

る

思

想

的

背

景

松
永
　
恵
子

「飛
白
書
」
は
、

「古
人
は
極
め
て
飛
白
を
重
ん
ず
。

」
（清
の
楊
賓

『大
瓢
偶

筆
』
巻
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、

宮
殿
の
題
額
や
御
書
碑
額
に
使
用
さ
れ
、

皇
帝

の
精
神
的
権
成
を
表
象
す
る
書
体
と
し
て
広
く
好
ま
れ
た
。
日
本
で
も
、

『法
華

経
方
便
品
』
の

一
節
を
書
い
た
伝
空
海
の

「飛
白
十
如
是
」
や
曼
茶
羅
の
供
養

の
た
め
に
図
し
た

「員
言
七
祖
像
費
並
行
状
文
」
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

な
ぜ
、

こ
の
特
果
の
書
風
は
広
く
愛
好
さ
れ
た
の
か
。

何
か
特
別
な
理
由
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
従
来
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

論
者

は
、

「飛
白
書
」
が
好
ま
れ
た
の
は
、

め
で
た
い
兆
し
を
意
味
す
る

「瑞
祥
思
想
」

と
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、

「飛
自
書
」
を
書
い
た

人
物
に
、

「道
教
」
に
深
く
傾
倒
し
た
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

「飛
白
書
」
の
独
特
な
造
形
の
意
味
す
る
所
を
、

道
教
の
根
源
で
あ
る

「神
仙
思

想
」
を
背
景
と
し
た
、

昇
天

へ
の

「
運
気
」
の
表
象
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

気
は
、

万
物
を
構
成
す
る
根
源
的
要
素
で
あ
り
、

死
を
超
克
し
、

生
を
永
遠
に

保
持
し
た
ま
ま
天
界
へ
と
飛
翔
す
る
こ
と
を
目
指
す
神
仙
思
想
に
と

っ
て
、

生

命
源
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

道
教
の
境
地
で
は
、

気
の
獲
得
を
経
て
、

昇
仙

の
道

へ
導
か
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
考
え
に
基
づ
く
形

象
の

一
つ
と
し
て
、

「
飛
自
書
」
は
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、

「
飛

白
書
」
が
隆
盛
し
た
同
時
期
に
は
、

同
様
に
気
の
流
動
を
表
現
し
、

「飛
白
書
」

と
極
め
て
似
た
性
質
を
持

つ
と
思
わ
れ
る

「
雲
校
」
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

前
漢
初
期
湖
南
省
長
沙
市
馬
二
堆

一
号
漢
墓
出
上
の

「雲
気
神
獣
図
」
が
そ
の

顕
者
な
例
で
あ
る
。

冒
〓気
神
獣
図
」
に
見
ら
れ
る
雲
気
紋
と
そ
の
間
に
点
在
す

る
神
獣
の
表
出
は
、

ま
さ
し
く

「飛
白
書
」
と
同
系
統
を
な
す
表
現
形
式
で
あ

る
。

「飛
白
書
」
が
、

主
に
宮
殿
の
題
額
や
石
碑
の
額
と
い
っ
た
限
定
さ
れ
た
所

に
書
か
れ
て
い
る
の
も
、

そ
の
背
景
に
道
教
の
中
枢
を
な
す

「神
仙
思
想
」
や

「瑞
祥
思
想
」
が
な
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

「飛
白
書
」
に
表
出
さ
れ
た
造
形
は
、

ま
さ
に
仙
界

へ
行
き
着
く
為
の
、

躍
動
あ
る
気
の
表
象
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

つヽ
。
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《研究発表レジュメ⑥》

書
体
の
変
遷
Ⅱ
Ｉ
無

・
元
―

紅
林
　
幸
子

研
究
テ
ー
マ
は
、

「文
字
の
包
摂
と
洵
決
」
で
あ
る
。

大
陸
で
生
ま
れ
た
文
字

は
、

書
写
目
的
、

書
写
材
料
に
応
じ
て
そ
の
姿
を
変
え
、

書
体
の
種
類
を
増
加

さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、

同
時
に
時
代
的
背
景
も
加
わ
り
、

多
く
の
文
字
が
包

摂
あ
る
い
は
切
り
捨
て
ら
れ
、

時
に
は
書
体
単
位
で
洵
汰
さ
れ
て
き
た
。

今
で

は
名
称
の
み
で
、

そ
の
実
態
を
十
分
に
確
認
で
き
な
い
書
体
が
累
々
と
残
さ
れ

て
い
る
。

拙
稿

（注

一
）
「書
体
の
変
遷
―

「氏
」
か
ら

「三
」

へ
―
」
に
お
い

て
、

「氏
」
と

「三
」
と
の
文
字
関
係
を
、

大
陸
木
簡
に
見
ら
れ
る
書
体
の
違
い

の
中
に
見
出
し
た
。

案
書
体
の

「
氏
」
が
隷
書
体
に
移
行
し
、

更
な
る
草
体
化

に
よ
り
、

「
皇
」
に
近
似
の
字
形
が
誕
生
す
る
。

つ
ま
り
、

書
体
レ
ベ
ル
で
は
、

同

一
の
文
字
が
、

精
書
体
の
誕
生
、

活
字
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

文
字
の
包

摂
基
準
が
変
わ
り
、

字
体
レ
ベ
ル
で
は
、

異
体
関
係
と
し
て
、

認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
論
じ
た
。
こ
の
度
は
、

「無
」
と

「
元
」
の
文
字
関
係
を
発
表
す
る
。

日
本
で
は
、

「元
」
は

「
ん
」
の
字
母
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

現
在
刊
行
さ
れ
て

い
る
多
く
の
漢
和
辞
典
に
お
い
て
も
、

「
元
」
は
標
出
文
字
で
あ
り
、
し
か
も

（注
二
）
独
立
し
た
部
首
で
あ
り
な
が
ら
、

「無
」
の

「古
字
」
「略
字
」
「同
字
」
、

あ
る
い
は

「＝
」
で
そ
の
関
係
を
示
す
な
ど
、

統

一
さ
れ
た
見
解
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

こ
の
二
年
は
、

本
来
全
く
異
な
る
書
体
に
出
自
す
る
文
字
で

あ
る
。

「無
」
は
隷
書
隆
盛
期
に
甲
骨
文
字
　
金
文
の
流
れ
を
受
け
て
察
書
か
ら

誕
生
し
た
字
形
で
あ
る
。

「
元
」
は

『説
文
解
字
』
に
二
例
し
か
な
い

「奇
字
」

と
い
う
書
体
か
ら
変
化
し
た
字
形
で
あ
り
、

『説
文
解
字
」
に
は

「無
」
と
と
も

に

「亡
」
の
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

粘
書
体
が
整
う
に
従
い
、

用
字
法
に
拘

る
学
派
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

同
じ

「音
」
「義
」
を
持
つ
文
字

「無
」
と
と
も

に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

主
に
漢
代
ま
で
の
資
料
を
用
い
、

本
来
別
書
体
の
文
字

が
書
体
の
変
遷
に
伴
い
、

字
形
の
変
化
と
と
も
に
包
摂
基
準
が
変
わ
り
、

同

一

書
体
上
で
異
体
関
係
と
な
っ
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
い
て
み
た
い
と
思
う
。

注

（
一
）
『訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第

一
一
〇
鳴

（〇
三
年
二
月
二
十

一
日
発
行
）

所
収
。

合
一

「死
」
を
標
出
文
字
と
し

「元
」
を
補
足
す
る
場
合
も
あ
る
。

《研究発表レジュメ①》

「
高
野
切
古
今
和
歌
集
」
巻
第
五
の
２
業

の
断
簡
に

つ
い
て

橋
本
　
貴
朗

「高
野
切
古
今
和
歌
集
」
巻
第
五
は
完
本
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の

完
本
と
は
別
に
、

巻
第
五
所
収
の
２
７
０
番
歌
が
記
さ
れ
た
断
簡
と
２
９
８
番

歌
が
記
さ
れ
た
断
簡
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
。

従
来
、

こ
の
２
葉
の
断
簡
に
つ
い
て
は
、

大
別
す
れ
ば
、

現
存
す
る

「高
野

切
古
今
和
歌
集
」
巻
第
五
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
も
の
と
す
る
説
と
、

現
存
す
る

「高
野
切
古
今
和
歌
集
」
巻
第
五
と
は
別
の
副
本
の
残
存
部
と
す
る
説
と
の
、

ふ

た
つ
の
説
が
あ
る
。

本
発
表
は
、

こ
の
２
業
の
断
簡
が
現
存
す
る

「高
野
切
古
今
和
歌
集
」
巻
第

五
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
う
え
で

「高
野
切
古
今
和

歌
集
」
巻
第
五
の
本
文
の
特
質
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

問
題
解
明
の
う
え
で
発
表
者
が
若
目
す
る
の
は
、

「高
野
切
古
今
和
歌
集
」
巻

第
五
の
料
紙
上
部
に
規
則
的
に
な
ら
ん
で
み
え
る
虫
食

い
で
あ
る
。
こ
の
虫
食

い
は
軸
芯
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
間
隔
が
狭
く
な

っ
て
お
り
、

巻
子
本
で
あ
る

「高
野
切
古
今
和
歌
集
」
巻
第
五
が
巻
か
れ
て
い
る
状
態
の
と
き
に
で
き
た
も
の

と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
、
２
業
の
断
簡
の
料
紙
上
部
に
も
虫
食
い
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
虫
食
い
の
検
討
に
よ

っ
て
、
２
７
０
番
歌
が
記
さ

れ
た
断
簡
は
２
６
８
番
歌
と
２
６
９
番
歌
と
の
問
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
こ
と

（飯
島
春
敬

「伝
紀
貫
之
筆
高
野
切
第
二
種
巻
五
」
『日
本
名
筆
全
集
』
第
四
期

巻
三

（書
芸
文
化
院
　
１
９
６
２
と
、
２
９
８
番
歌
が
記
さ
れ
た
断
簡
は
２
９

９
番
歌
と
３
０
０
番
歌
と
の
間
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
こ
と

（森
岡
隆
先
生
の
御

示
教
に
よ
る
）
を
明
ら
か
に
し
、

あ
わ
せ
て
原
装
の
復
元
を
試
み
た
い
。

切
り

取
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
、

江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
模
刻
本
と
の
比
較
に

よ
っ
て
、

そ
の
下
限
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「高
野
切
古
今
和
歌
集
」
巻
第
五
の
歌
の
排
列
に
は
奏
覚
本
系
統
の
本
文
と
し

て
の
特
質
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（久
曽
神
昇

『仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』
（ひ

た
く
書
房
　
１
９
８
０
こ
。
し
か
し
、

こ
の
指
摘
は
現
状
の
排
列
に
即
し
て
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

発
表
者
の
復
元
す
る
原
装
に
お
け
る
排
列
は
そ
れ
と
は

異
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。
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「
三
莫
齋
嘱
書
録
」
か
ら
見
た
日
高
秩
父
の
書
家
活
動石

井
　
健

「三
莫
齋
嘱
書
録
」
は
、

明
治
～
大
正
期
に
使
用
さ
れ
た
国
定
教
科
書

『尋
常

小
掌
書
キ
方
手
本
』
、

『高
等
小
學
書
キ
方
手
本
』
、

『尋
常
小
學
　
国
語
書
キ
方

手
本
』
な
ど
の
筆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
日
高
秩
父

（１
８
５
２
１
１
９
２
０
）

が
書
き
残
し
た
嘱
書
の
記
録
で
あ
る
。

日
高
秩
父
は
、

長
三
洲
に
師
事
し
て
書
を
学
び
、

陸
軍
省
を
か
わ
き
り
に
、

奈
良
県
、

東
京
府
、

宮
内
省
と
官
界
を
歩
み
、

内
大
臣
秘
書
官
、

東
宮
御
学
問

所
御
用
掛
を
歴
任
し
た
官
僚
で
あ
る
。

そ
の
書
は
、

机
説
書
等
で
は

「顔
真
卿
風
」
と
解
説
さ
れ
る
が
、

教
科
書
手

本
や

一
般
向
け
習
字
手
本
以
外
の
日
高
秋
父
の
書
作
品
を
目
に
す
る
機
会
は
少

な
く
、

加
え
て
、

秋
父
自
身
が
門
弟
を
置
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

没
後
、

そ
の
業
績
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

国
定
教
科
書
手
本
執
筆
以
外
の
書
家

と
し
て
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

日
高
秩
父
が
書
き
記
し
た
嘱
書
録
は
、

明
治
坐
年
か
ら
大
正
９
年
に
か
け
て

記
さ
れ
た
１２
冊
が
現
存
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
、

依
頼
を
受
け
て
揮
亀
し
た

作
品
等
の
依
頼
者
名
、

揮
亀
物
の
種
類
　
題
名
、

数
量
、

揮
亀
日
が
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
る
。

本
発
表
は
、

宮
一莫
齋
嘱
書
録
」
を
解
読
　
分
析
し
、

多
岐
に
わ
た
る
日
高
秩

父
の
書
家
と
し
て
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

習
一莫
斎
嘱
書
録
」

に
は
、

僚
幅
、

額
、

屏
風
、

一扇
子
、

書
画
帖
な
ど
の
作
品
を
は
じ
め
、

顕
彰
碑
、

墓
碑
な
ど
の
石
碑
類
、

看
板
類
、

筆
耕
類

（書
籍
の
題
字
　
扉
、

証
書
、

名
刺
、

チ
ラ
シ
）、
教
科
書
を
含
む
手
本
類
の
揮
墓
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、

こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、

国
定
教
科
書
手
本
執
筆
者
と
し
て
の
日
高

秩
父
と
官
僚
書
家
と
し
て
の
日
高
秩
父
の
両
義
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

《研究発表レジュメ⑤〉

『風
信
帖
』
成
立
年

の
考
察

吉
野
　
太

一

一
、

『風
信
帖
』
の
成
立
年
を
深
る
前
提
と
し
て
、

三
通
を
貼
り
合
わ
せ
順
に

読
む
か
、
日
付
順
に
読
む
か
の
選
択
が
あ
り
ま
す
。

私
は
日
付
順
に
読
む
方
法

を
採

っ
て
お
り
ま
す
。

二
、

貼
り
合
わ
せ
順
に
風
信
帖
　
忽
披
帖
　
忽
恵
帖
と
読
み
ま
す
と
、

三
通

の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
ず
、

各
帖
単
独
の
解
釈
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
日

付
順
に
忽
恵
帖
　
風
信
帖
　
忽
披
帖
を
読
み
ま
す
と
、

三
通
の
関
連
及
び
文
章

の
進
行
が
見
ら
れ
、

各
晴
の
解
釈
及
び
全
体
の
解
釈
が
行
な
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

三
、

（第

一
状
）
忽
恵
帖
で
は
、

こ
の
と
き
空
海
が
行

っ
て
い
る
法
儀
が
九
日

に
終
り
、

十
日
早
朝
山
城
石
川
　
空
海
の
三
僧
が
最
澄
を
訪
う
こ
と
を
予
告
し
、

最
澄
も
そ
の
つ
も
り
で
待

っ
て
い
る
よ
う
に
と
告
げ
て
お
り
ま
す
。

（第
二
状
）

風
信
帖
で
は
、

は
じ
め
極
め
て
尊
敬
し
た
文
が
書
か
れ
、

こ
れ
は
最
澄
が
桓
武

天
皇
の
御
遺
志
を
言

っ
た
為
で
、

空
海
は
そ
の
書
状
を
ど
こ
に
置
い
た
ら
よ
い

で
あ
ろ
う
か
と
困
惑
し
、

ま
た
、

最
澄
の
主
張
を
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
言
い
、

空
海
は
最
澄
　
室
山
　
空
海
の
三
者
会
談
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（第
三
状
）

忽
披
帖
で
は
、

思
い
悩
ん
で
い
た
解
決
策
を
思
い
つ
い
た
と
言

っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

四
、

『風
信
帖
』
三
状
に
は
十
五
項
目
の
緊
張
感
と
十
二
項
目
の
特
徴
が
見
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
を
弘
仁
元
年
よ
り
四
年
に
亘

っ
て
み
て
も
該
当
す
る
事
態
は
な

く
、

弘
仁
五
年
に
は
最
澄
が
九
州
巡
錫
の
と
き
宇
佐
宮
よ
り
紫
衣
を
授
か
り
、

こ
れ
を
持
ち
帰

っ
た
こ
と
が
紛
議
を
起
こ
し
、

こ
れ
の
解
決
の
た
め
両
僧
間
に

交
わ
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

五
、

こ
の
事
件
の
核
心
は
紫
衣
の
処
置
で
す
が
、

こ
の
経
過
及
び

『風
信
帖
』

弘
仁
五
年
成
立
説
の
根
拠
が
、

三
帖
を
日
付
順
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ

れ
ま
し
た
。

六
、

問
題
の
核
心
及
び
経
過
が
わ
か
り
、

こ
れ
に
よ
り
従
来
言
わ
れ
て
来
た

語
句
の
解
釈
及
び
文
章
の
解
釈
が
、

新
し
い
解
釈
を
以
て
行
わ
れ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
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部
石
如
の
案
書
に
関
す
る
考
察

大
迫
　
正
一

中
国
書
道
史
上
、

案
書
だ
け
を
概
観
す
る
と
、

李
陽
水
と
部
石
如
は
案
書
に

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
二
人
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

李
陽
水
の
文

字
学
的
な
評
価
は
さ
て
お
き
、

能
筆
家
と
し
て
は
宋
　
清
代
と
続
く
案
書
隆
盛

の
古
典
と
な
る
遺
品
を
残
し
た
。

そ
の
清
代
案
書
隆
盛
の
先
駆
け
の

一
人
が
部
石
如
で
あ
る
。

石
如
の
案
書
遣

品
を
年
代
順
に
追

っ
て
い
く
と
か
な
り
書
風
の
変
化
を
看
守
で
き
る
。
ど
の
よ

う
に
し
て
石
如
は
築
書
の
書
風
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

包
世
臣

の
書
い
た

「窒
舟
雙
棺
」
か
ら
学
書
の
様
子
が
伺
え
る
。

遭
好
石
鼓
文
李
斯
嘩
山
碑
大
山
刻
石
。

漢
開
母
石
開
敵
追
太
守
碑
。

蘇
建
国

山
及
皇
象
天
駿
神
識
碑
。

李
陽
氷
城
陸
廟
碑
三
墳
記
。

毎
種
臨
模
各
百
本
。

又
者
案
体
不
備
。

手
写
説
文
解
字
二
十
本
。

半
年
而
畢
。

復
芳
捜
三
代
鍾
鼎
。

及
秦
漢
五
当
碑
額
。

以
縦
某
勢
。

博
某
趣
。

毎
日
味
爽
起
。

研
墨
盈
盤
。

至

夜
分
尽
墨
乃
就
寝
。

寒
暑
不
較
。

五
年
案
書
成
。

乃
学
漢
分
。

臨
史
晨
前
後

碑
華
山
碑
白
石
神
君
張
遇
活
校
官
孔
羨
受
禅
大
饗
各
五
十
本
。

三
年
。

分
書

成
。

山
人
察
法
以
二
李
為
宗
。

こ
の
よ
う
に
石
如
二
十
七
、

人
歳
の
時
、

梁
職
と
の
出
会
い
に
よ
り
、

多
く

の
貴
重
な
案
書
遺
品
に
接
す
る
機
会
を
得
、

石
如
の
家
書
は
李
斯
と
李
陽
水
を

ベ
ー
ス
に
し
た
と
あ
る
。

更
に
そ
れ
ら
の
遺
品
の
習
得
に
費
や
し
た
時
間
と
努

力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

案
書
に
五
年
、

隷
書
に
三
年
の
計
八
年
を
習
得
に
要
し

て
い
る
。

そ
の
上
で
自
ら

「吾
家
未
及
陽
水
。

而
分
不
減
梁
韓
。

」
と
言

っ
て
い

る
。
ど
う
い
っ
た
点
が
陽
水
に
及
ば
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、

部
以
蟄
に
よ
る
と
郁
石
如
の
創
作
活
動
に
は
独
自
の
原
則
が
あ
る
と

し
た
上
で
、

具
体
的
に
三
点
挙
げ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

石
如
は
李
陽
水
や
他

の
先
人
の
遣
品
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

あ
ら
ゆ
る
書
体
に
通
じ
た
書
家
と
し
て
非
常
に
人
気
も
あ
り
、

先
行
研
究
の

多

い
部
石
如
で
あ
る
が
、

今
回
は
作
品
化
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る
案
書
に
ポ
イ

ン
ト
を
置
き
、

改
め
て
具
体
的
か
つ
詳
細
に
比
較
対
照
を
重
ね
、

そ
こ
か
ら
制

作
の
技
法
や
表
現
法
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《研究発表レジュメ⑥》

初

見
烏

書

に
お
け

る

一
考

察
　
―
真
偽
の
検
討
の
た
め
に
―東

　
囲
恵

一
昨
年
か
ら
徳
島
文
学
書
道
館
の
資
料
収
集
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
収
集
資
料
の
中
に

一
枚
の
古
色
蒼
然
と
し
た
紛
れ
も
な
い
初
見
の
串
書
が

あ
っ
た
。

そ
の
時
に
受
け
た
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
し
か

し
真
偽
が
定
か
で
な
い
こ
と
や
高
価
な
た
め
、

館
の
収
集
の
枠
外
で
検
討
の
必

要
も
あ
り
、

専
門
外
な
が
ら
敢
え
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

そ
の
鳥
は
縦
が
約
２９

ｃｍ
横
が
約
４０

側
程
、

ね
ず
み
に
少
し
黄
土
色
が
か

っ
た

色
だ

っ
た
。

そ
こ
に
３５
行
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。
１
行
の
字
数
が
多
い
行

は
３５
字
、

少
な
い
行
は
１０
字
し
か
書
か
れ
て
い
な
か

っ
た
。

右
の
端
は
絵
の

一

部
と
文
字
が
２
行
で
、
２
行
日
は
中
程
で
終
わ
り
、
１
行
空
い
て
、

続
い
て
１０

行
と
そ
の
下
部
に
刀
と
宿
を
持

っ
た
７
人
が
お
か
れ
て
い
る
。

続
い
て
８
行
と

右
上
に
弓
を
持

っ
た
絵
等
が
描
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
１０
行
と
５
行
が
あ
り
、

そ
の
間
の
下
部
に
は
、

木
に
登

っ
て
い
る
人
や
狩
猟
と
思
え
る
絵
な
ど
が
あ
り

実
に
ユ
ニ
ー
ク
に
思
え
た
。

そ
こ
で
今
回
の
鳥
書
の
絵
　
書
体
等
か
ら
、

書
か

れ
た
時
代
と
内
容
に
つ
い
て
、

そ
の
真
偽
の
検
討
の
た
め
に
考
察
を
試
み
た
。

１
、

烏
書
に
つ
い
て
の
文
献
は
、

「史
記
」
孝
文
本
紀
に

「祖
宗
の
功
徳
竹
島
に

著
し
、

万
世
に
施
し
永
々
窮
り
無
し
」
と
あ
る
註
に

「古
代
に
紙
な
し
、

故
に

竹
吊
に
書
す
」
と
い
い
、

「名
を
竹
鳥
に
垂
る
」
と

「後
漢
書
」
鄭
員
伝
に
あ
る
。

紙
の
発
明
以
前
は
竹
と
鳥
が
万
般
の
所
用
と
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
竹
島
は

古
く
戦
国
時
代
の
前
後
に
、

記
録
　
文
書
　
尺
慣
等
広

い
範
囲
に
わ
た

っ
て
使

用
し
て
い
た
が
、

こ
の
常
書
に
描
か
れ
て
い
る
絵
と
書
か
れ
た
文
字
内
容
が
何

の
た
め
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
。

２
、

漢
の
吊
書

（黄
帝
書
　
老
子
甲
本
　
老
子
乙
本
　
周
易
　
戦
国
縦
積
家
等
）

は
殆
ど
が
波
疎
が
あ
る
の
に
、

今
回
の
吊
書
は
東
周

（奉
秋
末
）
の
侯
馬
盟
書

や
温
県
盟
書
や
長
沙
の
戦
国
　
楚
国
の
烏
書
と
相
通
じ
る

一
方
、

仰
天
湖
や
包

山
や
信
陽
出
上
の
楚
簡
等

の
書
体
や
書
風
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

恐
ら
く
戦
国
　
楚
国
の
品
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
真
偽
に
つ
い
て
は
書

体
　
書
風
　
筆
勢
　
筆
攻
等
か
ら
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

報
告
の
場

を
い
た
だ
き
、

ご
指
導
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。
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寸
松
庵
色
紙
の
伝
存
点
数
お
よ
び
改
載
の

一
端

森
同
　
隆

寸
松
庵
色
紙
は
約
四
十
枚
と
は
い
え
、

な
か
な
か
そ
の
数
が
確
定
さ
れ
な
い
。

同
色
紙
と
し
て
認
め
る
か
否
か
、

説
の
分
か
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「古
今
和
歌
集
』
の
歌
序
と
初
旬
等
で
記
せ
ば
、

①
ｌ
２
１
　
「
い
ま
も
か
も
」
　

「紀
貫
之
朝
臣
真
蹟
帖
』
所
収

②
２
１
０
　
「
は
る
が
す
み
」
　

『日
本
名
跡
叢
刊
４９
』
等
所
載

⑤
２
１
１
　
「よ
を
さ
む
み
」
　

一ど
容
奈
能
千
種
』
所
収

④
２
１
２

「秋
か
ぜ
に
」
　

　

久
曽
神
昇

『仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』

所
載

①
２
１
３
　
「う
き
こ
と
を
」
　

冷
泉
為
恭

（
一
人
三
三
～
六
四
）
臨
漠

①
２
７
７
　
「
こ
ヽ
ろ
あ
て
に
」

賀
茂
季
層

（
一
七
五

一
～

一
人
四

一
）
臨
写

の
六
点
。

本
論
で
は
こ
の
う
ち
の
②
　
④
の
二
点
を
、

後
世
の
改
寅
を
指
摘
し
つ
つ
も

真
跡
と
み
な
し
、

都
合
四
十

一
点
を
寸
松
庵
色
紙
と
し
て
認
め
る
も
の
。

ま
た
、

う

つ
す
ら
と
残
る
左
文
字
で
原
姿
が
窺
え
る
牙

「
あ
さ
み
ど
り
」
と

２
５
６

「あ
き
か
ぜ
の
」
の
二
点
、

擦
り
消
ち
痕
か
ら

「
ひ
と
も
と

ヽ
お
も
ひ

し
は
な
を
」
の
初
二
句
が
窺
え
る
２
７
５
と
と
も
に
、

前
記
⑤
を
同
色
紙
の
転

写
本
と
認
め
、

こ
れ
ら
四
点
を
寸
松
庵
色
紙
考
究
の
資
と
し
て
扱
い
た
い
。

と
同
時
に
、

現
時
点
で
①
　
①
　
⑤
を
同
色
紙
と
し
て
認
め
か
ね
る
根
拠
に

つ
い
て
も
述
べ
た
い
。

一
方
、

後
世
に
お
け
る
改
貧
の
う
ち
、

④

の
ほ
か
１
０
５

「
う
ぐ
ひ
す

の
」
　

２
１
５

「
お
く
山
に
」
　

２
８
７

「あ
き
は
き
ぬ
」
な
ど
、

本
紙
周
り

が
割
愛
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、

書
式
と
の
関
わ
り
か
ら
、

そ
の
理
由
を
解
明

す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

寸
松
庵
色
紙
認
定
の
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
、
２
１
０
～
２

１
３
の
四
点
が
集
中
す
る
の
は
、

何
と
も
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

《研究発表レジュメ⑩)

『観
鵞

百
諄
』
考

鈴
木
　
晴
彦

江
戸
唐
様
書
派
の
草
分
的
存
在
に
北
島
雪
山

（
一
六
三
六
～

一
六
九
七
）
が

い
る
。
そ
の
雪
山
か
ら
唐
様
の
書
法
を
直
伝
さ
れ
た
の
が
、

江
戸
の
門
人
細
井

広
沢

（
一
六
五
人
～
一
七
三
五
）
で
あ
る
。
こ
の
雪
山
か
ら
広
沢
へ
の
唐
様
書

法
の
伝
授
は
、

近
世
書
道
史
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

広
沢
は
遠
州
掛
川
藩
士
玄
佐
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

十

一
歳
の
時
に
江
戸

へ
出
て
、

林
家
に
入
門
し
て
朱
子
学
を
学
び
、

の
ち
陽
明
学
に
転
じ
た
。

儒
臣

と
し
て
柳
沢
吉
保

（
一
六
五
人
～

一
七

一
四
）
や
徳
川
光
□

（
一
六
二
人
～

一

七
〇
〇
）
な
ど
に
も
仕
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
歴
を
も
つ
人
物
が
、

書
家
と

し
て
円
戸
を
張

っ
た
の
は
、

ま
わ
い
五
十
を
過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
で
、

か
な
り

晩
年
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、

書
家

へ
の
大
転
換
後
、

そ
の
書
活
動
は
和
様
書
道
全
盛
の
書
道
界

の
中
で
特
異
な
存
在
と
し
て
光
彩
を
放
つ
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、

そ
れ
ま
で

の
秘
伝
　
口
伝
の
書
の
世
界
に
あ

っ
て
、

書
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
実
践
的
な
理

論
の
展
開
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

殊
に
広
沢
の
精
力
的
な
著

述
活
動
は
、

人
々
に
唐
様
の
根
本
原
理
を
認
知
さ
せ
る
パ
イ
プ
役
と
な
り
、

唐

様
書
を
隆
盛
さ
せ
る
原
動
力
と
な

っ
た
。

そ
の
意
味
で
、

近
世
書
道
史
に
お
け

る
広
沢
の
著
述
の
功
績
は
た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、

本
発
表
で
は
広
沢
の
書
に
か
か
わ
る
代
表
的
な
著
述
で
あ
る

『観

鳶
百
諄
』
（享
保
二
年
　
一
七
三
五
年
刊
）
を
と
り
あ
げ
、

そ
れ
を
精
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
広
沢
の
唐
様
書
の
考
え
を
い
さ
さ
か
導
き
出
し
て
み
た
い
。
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秦
大
事
記
研
究
―
新
出
上
の
簡
慣
を
中
心
に
し
て
―

鶴
田
　
一
雄

秦
の
始
皇
帝
は
、

紀
元
前
三
二

一
年
に
天
下
を
統

一
し
、

中
央
集
権
国
家
を

築
い
た
。

始
皇
市
は
治
世
に
当
た
り
、

郡
県
制
を
設
き
、

度
量
衡
を
統

一
し
た
。

ま
た
、

思
想
を
統

一
す
る
た
め
に
、

「焚
書
坑
儒
」
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ

の
た
め
、

秦
代
に
関
す
る
歴
史
的
な
記
述
は
、

『史
記
』
や

『戦
国
策
』
な
ど
に

限
定
さ
れ
る
と

一
般
に
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、

近
年
秦
代
の
筒
慣
が
発
見
さ
れ
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

特
に
昨
年

七
月
に
湖
高
省
龍
山
県
里
耶
で
三
六
、

○
○
○
枚
の
簡
情
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、

そ
の
量
も
多
い
が
、

記
述
の
内
容
が
始
皇
市
の
治
世
二
五
年
か
ら
二
世
の

二
年
ま
で
の
記
事
で
、

資
料
的
に
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、　

一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
市
で
発
見
さ
れ
た
馬
王
堆
鳥
書
に
は
、

「戦
国
縦
積
家
書
」
と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は

『史
記
』
や

『戦
国

策
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

新
出
上
の
資
料
を
中
心
に
し
て
奏
代
の
歴
史
を
再
構
成
し
て
み
た

い
。
こ
れ
ま
で
、

文
献
で
の
み
語
ら
れ
て
き
た
奏
の
歴
史
が
、

新
出
上
の
資
料

に
よ

っ
て
新
た
に
塗
り
か
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

従
来
、

新
出
の
資
料
が

出
る
と
、

報
告
書
に
は
必
ず

「史
書
の
欠
落
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
、

そ
れ
を
実
際
に
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

て研究発表レジュメ⑫〉

統

一
秦
に
お
け
る
簡
憤
文
字
の
実
相

―
湖
南

・
龍
山
里
耶
出
上
の
木
暇
を
中
心
と
し
て
―

横

田
　
恭
三

前
二
七
人
年
、

秦
は
楚
の
郭
を
陥
落
さ
せ
た
。

そ
の
五
〇
余
年
後
、

始
皇
帝

に
よ
っ
て
天
下
統

一
が
果
た
さ
れ
た
。

近
年
、

統

一
後
に
お
け
る
奏
代
の
衛
慣

が
い
く

つ
か
連
続
し
て
出
土
し
て
い
る
。

雲
夢
龍
尚
６
号
墓

（竹
簡
二
九
三
残

片
　
木
憤

一
方
）
、

関
退
周
家
台
卸
号
秦
墓

（竹
簡
三
人

一
枚
　
木
憤

一
方
）
の

二
種
は
専
著
が
刊
行
さ
れ
、

龍
山
里
耶
１
号
井
に
関
し
て
は

『文
物
』
備
１
１

に
い
ち
早
く
簡
報
が
出
さ
れ
た
。

里
耶
出
上
の
簡
慣
は
総
数
三
六
、

○
Ｏ
①
枚
余

り
に
も
の
ほ
る
と
い
う
が
、

今
回
の
図
版
掲
載
は
表
裏
合
わ
せ
て
六
二
点

（木

憤
三

一
方
）
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、

重
要
な
こ
と
は
、

初
め
て
見
る
秦
の
公

文
書
の
実
物
と
い
う
点
で
あ
る
。

公
文
書
と
し
て
書
写
す
る
内
容
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、

そ
こ
に
書
か
れ
た
文
字
の
姿
に
も
そ
れ
な
り
の
制
約
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

文
末
に
は

「
○
手
」
と

い
う
署
名
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。

一
枚
の
木
順
中
に
複
数
の

「○
手
」
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

書
き
手

に
よ
っ
て
書
風
に
も
差
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

木
憤
の
表
面
と
裏
面
に
は

書
風
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、

秦
隷
特
有
の
方
折
体
の
み
な
ら
ず
、

楚

系
風
の
文
字
を
想
起
さ
せ
る
円
転
様
式
も
見
ら
れ
る
。

本
発
表
で
は
、

龍
闘
　
周
家
台
の
木
慣
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

戦
国
秦
か

ら
統

一
秀

へ
と
移
る
中
で
木
臆
に
書
写
さ
れ
る
秀
燕
の
実
相
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
の
か
、

そ
の

一
斑
を
里
耶
木
憤
に
よ
っ
て
探

っ
て
み
る
。
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「
二
十
巻
本
歌
合
」
か
ら
伝
西
行
筆
の
筆
跡

一
群
に
つ

名
児
耶
　
明

貴
族
が
文
芸
の
楽
し
み
と
し
て
催
す
、

歌
を
詠
み
合
い
優
劣
を
競
う
歌
合
を
、

主
催
者
別
　
年
代
別
に
整
理
し
、

二
〇
〇
種
を
と
り
あ
げ
編
察
し
た

「
二
十
巻

本
類
従
歌
合
」
（略
し
て

「
二
十
巻
本
歌
合
し

の
車
稿
本
の

一
群
は
、

十
二
世

紀
前
半
に
藤
原
思
通
の
周
辺
で
集
成
さ
れ
た
も
の
で
、

約
二
～
三
〇
年
ほ
ど
か

か

っ
て

一
応
の
完
成
を
み
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

浄
書
本
の
完
成

に
至
ら
ず
、

忠
通
の
家
に
道
り
、

永
く
近
衛
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

革
稿
本
で
あ
る
こ
と
や
、

伝
来
し
た
い
き
さ
つ
な
ど
か
ら
、

伝
存
品
は
、

こ
の

時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ほ
確
定
し
て
お
り
、

書
道
史
上
で
も
、

書
写
時

期
の
限
定
で
き
る
数
少
な
い
遺
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。

時
代
と
共
に
流
出
し
、

諸
家
に
も
伝
存
す
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

断
筒
と
な

っ
た

も
の
も
多
く
、

「柏
木
切
」
あ
る
い
は

「
二
条
切
」
と
し
て
世
に
伝
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
、

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
伝
称
筆
者
は
、

巻
子
本
は
様
々
だ

が
、

断
簡
は
、

「柏
木
切
」
が
藤
原
思
家
、

コ
一条
切
」
が
思
家
の
子
の
藤
原
俊

思
筆
と
伝
称
さ
れ
る
。

た
だ
し
必
ず
し
も
筆
跡
で
分
類
さ
れ
て
い
な
い
。

コ
一十

巻
本
歌
合
」
の
現
存
筆
致
か
ら
は
、

お
よ
そ
二
〇
人
位
の
筆
者
が
考
え
ら
れ
、

い
く

つ
か
の
歌
合
の

一
巻
が
、

歌
合
毎
に
書
風
が
異
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

お
そ
ら
く
、

編
纂
者
道
と
と
も
に
書
写
グ
ル
ー
プ
が
、

あ
る
い
は
編
纂
者
達
自

身
が
、

形
式
を
統

一
し
て
、

歌
合
ご
と
に
順
次
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
そ
れ
ら
の
中
に
、

西
行
筆
と
極
め
ら
れ
る
巻
物
が
あ
り
、

後
の
西

行
筆
と
極
め
ら
れ
る
歌
集
の
写
本
の

一
群
と
以
た
昇
囲
気
の
も
の
が
あ
る
。

時

代
を
経
た
は
ず
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
中
に
、

全
体
の
構
成
や
、

書
き
方
な
ど
の

印
象
が
共
通
す
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、

コ
一十
巻
本
歌
合
」
の

一
群

の
書
風
と
、

伝
西
行
筆
と
伝
わ
る
多
く
の
作
品
と
の
関
連
を
探
る
こ
と
は
、

十

二
世
紀
の
書
風
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、

今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

最
近
の
冷
泉
家
伝
来
の
写
本
と
伝
西
行
筆
の

作
品
群
か
ら
、

判
明
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

ヤヽ

て

《研究発表レジュメ①》

「
流
派
」

の
発
生
と

「
道
」

の
概
念
に

つ
い
て
の

一
考
察

杉
浦
　
妙
子

私
進
が
通
常
、

「書
の
道
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
場
合
の

「道
」
は
、

必
ず

し
も
明
確
な
概
念
規
定
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、　

一
定
の
精
神
的
か
つ
道
徳

的
観
念
と
結
び
付

い
た
意
味
内
容
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
つヽ
。

「道
」
と
い
う
概
念
は
、

摂
関
時
代
の

『源
氏
物
語
』
な
ど
に
も
使
わ
れ
、

ま

た
、

『夜
鶴
庭
訓
抄
』
で
は
冒
頭
部
分
に
み
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
そ
の

歴
史
は
大
変
に
長
い
。
し
か
し

一
方
、

こ
の
概
念
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
化
圏

で
は
通
用
し
な
い
も
の
の
よ
う
で
、

例
え
ば
英
訳
す
る
と

「
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
と
い
う

言
葉
が
近
い
ら
し
い
が
、

「
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
で
は
精
神
性
や
道
徳
性
が
希
薄
な
感
も
否

め
な
い
。

つ
ま
り
、

欧
米
に
お
い
て
は
、

私
達
が
共
通
理
解
と
し
て
も
つ

「道
」

と
い
う
概
念
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
言
葉
で
、

そ
れ
は
日
本
独
自
の
も

の
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の

「道
」
の
概
念
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
、

明
確
な
形
と
し
て
形
成
し

て
い
っ
た
の
が

「流
派
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

「流
派
」
の
ル
ー
ツ
は
詳

ら
か
で
は
な
い
が
、

「世
尊
寺
家
」
と
い
う
家
名
を
初
め
て
用
い
た
世
尊
寺
行
能

あ
た
り
か
ら
使
わ
れ
だ
し
た
言
葉
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、

他
と
円
流
を

分
か
つ
事
で
己
の
存
在
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
意
図
も
見
え
隠
れ
し
、

権
力

基
盤
を
失

っ
た
貴
族
の
、

文
芸
に
頼

っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ

る
よ
つヽ
で
も
あ
る
。

書
の
み
な
ら
ず
文
芸

一
般
は
や
が
て
、

「流
派
」
と
い
う
型
の
踏
襲

へ
と
進
み
、

そ
の
結
果
と
し
て
自
我
の
抑
制
が
生
ま
れ
、

感
動
を
鈍
化
し
て
ま
で
型
の
鍛
錬

を
す
る
と
い
う
事
態

へ
と
進
ん
で
し
ま
う
。

秘
事
　
口
伝
が
尊
重
さ
れ
、

そ
れ

を
遵
守
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
化
し
て
い
く
と
い
っ
た
状
況
に
ま
で
至
る
。

他

の
文
芸

一
般
と
同
様
に
書
に
お
い
て
も
、

こ
の
宿
命
的
な
問
題
状
況
が
近
代
ま

で
続
い
て
き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、

こ
の

「流
派
」
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る

「道
」
の
概
念
構
造

を
探
り
、

「書
の
道
」
と
い
う
概
念
を
綿
々
と
受
け
継
い
で
き
た
私
達
日
本
人
の

固
有
の
精
神
性
　
這
徳
性
の

一
面
を
考
察
す
る
。
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団

第

３２
回
臨
時
理
事
会

ひ
ら
く

人
月
二
日
、

第
三
十
二
回
臨
時
理
事
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、

国
際
大
会
が
あ

っ
た
二
〇
〇

〇
年
以
来
、

三
年
ぶ
り
の
大
量
承
認
と
な
る

二

一
名
も
の
新
入
会
員

（別
項
参
照
）
が
承

認
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

十
四
年
度
決
算
案
、

十
五
年
度
予
算
実
な
ど
、

運
営
上
の
重
要
案

件
が
審
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
決

定
　
承
認
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

①
長
年
の
懸
朱
で
、

小
委
員
会

（座
長
浦
野

監
事
、

萱
原
、

柴
田
委
員
）
を
設
置
し
て
検

討
を
重
ね
て
い
る
選
挙
管
理
関
係
規
程
の
見

直
し
、

改
定
を
急
ぎ
、

来
春
の
役
員
改
選
は

新
規
程
下
で
の
実
施
を
め
ざ
す
。

②
完
成
が
遅
れ
て
い
る

『書
道
史
年
表
事
典
』

の
作
業
を
急
ぎ
、

今
秋
の
完
成
を
め
ざ
す
。

①
学
会
役
員
と
会
員
有
志
を
斯
学
分
野
の
講

演

ニ
ー
ズ
の
あ
る
集
会
等
に
派
遣
す
る
窓
口

と
な
る

「講
演
セ
ン
タ
ー
」
の
本
格
運
用
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
講
師
陣
と
演

題
は

「年
度
更
新
」
（重
任
可
）
し
て
息
の

長
い
活
動
と
す
る
こ
と
と
し
、

運
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
決
定
。

④
長
期
に
わ
た
る
会
費
滞
納
者
の
存
在
が
会

の
活
力
と
健
全
な
財
政
運
営
を
妨
げ
る
こ
と

を
懸
念
し
、

ズ
ム
費

の
三
年
滞
納
を
も

っ
て

原
則
的
に
強
制
手
続
き
を
と
る
こ
と
」
な
ど

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
決
定
。

な
お
、

新
規
入
会
希
望
者
は
、

必
ず
理
事

会
承
認
を
経
て
正
式
に
入
会
が
決
定
さ
れ
ま

す
。

次
の
理
事
会
は
、

大
会
前
日
の
十
月
十

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
会
員
動
静

○
外
国
久
美
会
員
＝
茨
城
大
学
助
教
授
新
任

○
高
木
厚
大
会
員
＝
日
展
新
審
査
員
就
任

○
真
神
仁
宏
会
員
＝
日
展
新
審
査
員
就
任

○
避
守
鏑
会
員
＝
韓
国
芸
術
院
会
員
推
挙

【名
簿
訂
正
】

○
赤
平
和
順

（大
正
大
学
助
教
授
↓
教
授
）

○
橋
本
貴
朗

（大
東
文
化
大
学
研
究
生
↓
県

立
和
光
高
校
講
師
）

○
高
橋
捷
彦

（玄
松
）
Ｓ
ｌ４
生

Ｏ
北
村
重
雄

（霞
山
）
Ｓ
７
生

○
川
止
貴
子
　
Ｓ
４３
生
　
九
州
大
学
院
生

○
辻
尚
子
（紅
雲
）
Ｓ
３９
生
　
四
国
大
学
講
師

①
亀
石
二
三

（文
苑
）
Ｓ
抑
生
　
四
国
大
学

助
教
授

①
田
村
実
（昇
催
）
Ｓ
７
生
　
四
国
大
学
教
授

○
富
久
和
代

（鳴
泉
）
Ｓ
ｌ９
生
　
四
国
大
学

教
授

○
富
日
富
貴
雄

（逢
山
）
Ｓ
８
生
　
四
国
大

学
教
授

①
信
度
友
江
　
Ｓ
２７
生
　
安
田
女
子
大
学
助

教
授

①
川
畑
薫
　
Ｓ
娼
生
　
神
戸
大
学
院
生

〇
魚
住
和
晃

（卿
山
）
Ｓ
２‐
生
　
神
戸
大
学

教
授
　
文
学
博
士

○
青
山
由
起
子

（緑
珠
）
Ｓ
２７
生
　
神
戸
大

学
院
生

①
津
坂
貢
政

（白
鷲
）
Ｓ
５３
生
　
広
島
大
学

院
研
究
生

①
荒
非
雄
三
　
Ｓ
発
生
　
筑
波
大
学
院
生

○
宮
脇
玄
徳
　
Ｓ
５２
上
　
札
幌
龍
谷
学
園
高

校
講
師

○
竹
内
篤
志
　
Ｓ
硝
生
　
と
わ
の
森
三
愛
高

校
講
師

①
本
川
万
希
子
　
Ｓ
弘
生
　
北
海
道
教
育
大

学
院
生

○
憩
麗
蛾
　
１
９
６
８
生

○
亀
日
絵
里
香

（有
鵬
）
Ｓ
５‐
生
　
大
東
文

化
大
学
院
生

○
松
丸
有
希
子
　
Ｓ
弱
生
　
大
束
文
化
大
学

院
生

〇
宮
木
繭
子

（光
常
）
Ｓ
財
生
　
大
東
文
化

大
学
院
生

◆
吉
田
芭
竹
記
念
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「開

通
褒
斜
道
刻
石
拓
本
」
展
は
、

同
じ
石
刻
資

料
か
ら
採
拓
さ
れ
た
拓
本
を
十
数
種
類
も

一

度
に
参
観
で
き
る
好
企
画
で
し
た
。

採
拓
の

時
代
　
技
術
　
用
具
な
ど
基
礎
的
な
事
に
つ

い
て
、
自
分
が
余
り
に
無
知
で
あ
る
こ
と
を

思
い
知
り
ま
し
た
。

　

　

　

　

（小
川
博
章
）

◆
平
日
の
夕
刻
に
幹
事
の
会
合
が
持
た
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、

め

っ
き
り
出
席
率
が

低
下
し
て
し
ま
い
、

内
心
性
悦
た
る
思
い
の

昨
今
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（宮
口
　
！辞
）

◆
根
津
美
術
館
で
、

「
党
購
記
念
植
村
和
堂
収

集
書
画
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

生
前
、

植
村

先
生
宅
で
の
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、

古
筆
切
の
名
品
等
を
じ
か
に
見
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が
あ

っ
た
。

今
は
ガ
ラ
ス
越
し

だ
が
。

そ
の
当
時

の
こ
と
が
脳
裏
に
浮
か

ぶ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
向
城
訂
空

）

◆
大
会
が
例
年
よ
り

一
か
月
早
く
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、

そ
の
案
内
を
掲
載
す
る
会
報

や
学
会
誌
の
編
集
日
程
も
早
ま
り
、

少
し
汗

を
か
き
ま
し
た
が
、

出
来
上
が

っ
た
後
、

冷

や
汗
を
か
き
ま
せ
ん
よ
う
に
。

（森
岡
　
隆
）

◆
西
の
青
空
に
美
し
い
三
日
月
を
見
な
が
ら

帰
宅
中
、

百
段
ほ
ど
の
石
段
を
入
合
目
ま
で

登

っ
て

一
息
入
れ
る
と
、

鳥
瓜
の
白
い
レ
ー

ス
の
よ
う
な
花
が
夕
間
の
中
に
浮
か
ん
で
い

て
、

ゆ
っ
く
り
体
み
ま
し
た
。

（柿
木
原
く
み
）

◆
本
号
刊
行
の
使
命
は
、

十
月
初
旬
に
迫

っ

た
大
会
で
の
発
表
内
容
を
、

会
員
各
位

へ
遺

漏
な
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
あ
る
。

だ
が
、

今
回
は
北
の
大
地
北
海
道
が
会
場
で
あ
り
、

さ
ら
に
例
年
よ
り

一
か
月
余
り
繰
り
上
げ
開

催
と
な

っ
て
い
る
。
は
た
し
て
こ
れ
が
、

参

加
動
向
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
と
に
も
か
く
に
も
、

多
数
の
参
加
を

期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（鈴
木
晴
彦
）

【第
１４
回
札
幌
大
会
各
種
連
絡
事
項
】

①
‐２
日

（日
）
の

「札
幌
大
会
記
念
見
学

行
事
」
は
、

同
じ
く
札
幌
市
内
に
あ
る

北
海
道
大
学
文
学
部
構
内
に
お
い
て
、

同
大
大
学
院
教
授
石
塚
暗
通
先
生
の
ご

厚
意
、
さ
ら
に
は
昨
年
急
逝
さ
れ
た
大

庭
脩
名
誉
会
員
夫
人
大
庭
博
子
様
の
ご

協
力
を
得
て
、

実
現
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

①
大
会
参
加
費

（資
料
代
込
）
は
、

会
員

（同
伴
者
含
）
三
、０

０
０
円
、

学
生

院
生
会
員
お
よ
び
会
員
同
伴
の
学
生

院
生
は
二
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
で
す
。

１０
日
の

昼
食
弁
当
代
は

一
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
、

懇
規

会
会
費
は
五
、Ｏ

Ｏ
Ｏ
円
で
す
。

①
大
会
参
加
費
、

恐
親
会
費
、

弁
当
代
等

は
、

「参
加
申
込

ハ
ガ
キ
」
で
申
し
込

み
の
う
え
、

大
会
専
用
の
振
替
用
紙
で

ご
送
金
下
さ
い
。

大
会
関
係
の
ご
送
金

は
１０
月
６
日
必
者
と
し
ま
す
。

な
お
、

年
会
費
の
納
入
は
、

大
会
関
係
用
と
は

別
の
振
替
用
紙
を
使

っ
て
下
さ
い
。

○
大
会
当
日
の
緊
急
連
絡
先
は
、

事
務
局

長
携
帯

（０
９
０
１
３
０
８
４
１
８
５
６

１
）
と
し
ま
す
。
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